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モデルベース開発での使用に重点を置いて開発された dSPACEの新しいデータ管理
ソリューションである「SYNECT」は、2012年 10月に発表されました。当初は、テ
スト管理用モジュールと統合型バリアント管理用モジュールの 2つのモジュールか
ら出発しました。現在では、信号、パラメータおよびモデル管理用モジュールも利用
可能です。 
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SYNECTへの関心が高まっています。こ
れは新しい機能の開発のために、モデル
ベース開発があらゆる場所で日常的に使
用されている証拠です。モデルベース開発
では、何百という車両バリアントに合わせ
て調整する必要があるネットワーク化され
た機能が、何千ものパラメータ、信号、お
よび多数のソフトウエアモジュールと共に
取り扱われています。ここでは、複数の段
階にわたって多くの開発者とテスト担当者
が協力して開発作業を行っています。その
ため、適切なプロセスと完璧なデータ管
理がなければ、体系的で信頼性のある作
業は保証されません。ここで登場するのが
SYNECTです。SYNECTはこのような
ユーザの要求に完全に応えるよう設計さ
れています。SYNECTは、テスト管理、信
号 /パラメータ管理、およびモデル管理用
のモジュールを提供して日常的な開発業
務を確実にサポートします。たとえば、
SYNECTにエンジニアリングツールを直
接接続すれば、主要規格や共通のファイ
ルフォーマットによるデータ交換を行うこ
とができます。 

モジュール型でスケーラブル
SYNECTはモジュール型の設計になって
いるため、必要に応じて拡張モジュールを
追加でき、総合的な中央データ管理シス
テムを構築することができます。SYNECT
は、開発を通じて蓄積されていく多くのバ
リアントを処理するための体系的なサポー
トを提供します。たとえば、設定可能なモ
デルバリアントに従ってバリアントの依存

関係を明示的に指定することにより、後で
データを使用する際にこの依存関係を評
価し、検討することができます。
SYNECTはデータ管理センターとしての
役割を果たし、きめ細かなバージョニング
や総合的なユーザおよび権限の管理を行
えるようにします。開発チームでは、これ
に基づいてデータを再利用し、共同作業
を行うことができます。 

フェーズを超えたテスト管理
SYNECT Test Managementは、開発プ
ロセスのさまざまなフェーズを通して、機
能、ソフトウエア、および電子制御デバイス
を総合的にテストします。また、MIL、SIL、
PILおよび HILテストを重点的にサポート
しており、手作業によるテストもサポートし
ています。SYNECTの重要な特長の 1つ
に、既存のプロセスやツール環境にシーム
レスに統合できることが挙げられます。
SYNECTは、dSPACE AutomationDesk
などのテストオートメーションツールだけ
でなく、Microsoft® Excel®やXMLなど
の標準的な交換フォーマットもサポートし
ています。また、汎用的なインターフェース
経由で、ユーザ固有のテストツール、テスト
フォーマット、およびスクリプトに基づくソ
リューションを接続することもできます。使
用するテストケースは、SYNECTで直接指
定することも、既存のテスト仕様およびテ
スト実装からインポートすることもできま
す。これは、SYNECT Test Management
を使用すれば、テスト作業を最初から迷わ
ず容易に行えることを意味します。

「 SYNECTとAutomationDeskのシームレスな統合は、当
社のテストオートメーション環境を拡張する際の大きな利
点となります。テスト実行計画を編集し、テスト結果を評価
するプロセスを効率的かつ直感的に行うことができます」

Alessandro Recca氏、ABB Switzerland社

SYNECTユーザの声：
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SYNECTは、テストケースを分かりやすく
管理できる機能だけでなく、ユーザが
SYNECTで一括してテストケースの実行
を計画し、直接開始する機能も提供しま
す。テスト実行後は、テスト結果が
SYNECTにフィードバックされ、保存され
ます。これにより、すべてのプロジェクト
フェーズを通してテストケースを追跡でき
ます。SYNECTにおいて、要求管理向け
のインターフェースは特に重要な機能で
す。このインターフェースでは、要求をテス
トケースにリンクさせることにより、要求に
基づいてテストケースやテスト結果を追跡
できる要求ベースのテストワークフローを

理を行うことができます。このようなモデ
ル構造情報は、新しいモデルが SYNECT
にインポートされた際にモデル解析によっ
て自動的に生成されます。その結果、モデ
ル管理機能を通じてモデルのインター
フェースとパラメータが表示されるため、
情報の透明性がさらに向上します。構造
情報をモデリング環境に切り替える必要
はありません。インターフェースは、実際の
インプリメンテーションとは別に中央で定
義できるため、後で簡単にモデルを統合す
ることができます。また、モデル管理とは
別に開発プロセス全体を通じて信号およ
びパラメータ管理をシームレスに行うため

サポートしています。SYNECTでは、要求
がどの程度のテストカバレッジで達成され
たかを示す概要が直接表示されます。 

多様なモデルを効率的に管理
SYNECTでは、組込み電子制御システム
開発で作成される数多くの機能モデルや
シミュレーションモデルを一括管理し、異
なるチームや異なるプロジェクトで再利用
することができます。また、ファイルを使用
してモデルをブラックボックスとして扱うだ
けでなく、メタデータを使用することによ
り、インターフェース信号、パラメータおよ
びサブモデルを含むきめ細かなモデル管

SYNECT Test Managementは、さまざまなテストツールやプラットフォームをサポートしているため、開発プロセスのすべてのフェーズで柔軟に使用する
ことができます。

SYNECTでは、数多くのインポートおよびエクスポートインターフェースにより、統合された信号・パラメータ管理のサポートや、開発プロセス全体を通じ
たデータの使用を可能にします。

パラメータ バリアント1 バリアント2 バリアント3

A 1 1 1.5

B 2 2 1

C 7.9 7.7 8.0

Ki 3 3.0 -

K1 - 1.1 1.1

K2 - 14.1 -

K3 - - 5.1

Signal & Parameter Management

信号および
パラメータの定義

AUTOSAR

 .xml

.arxml

.mファイル

通常の変数、Simulink®

データオブジェクト

ECUイメージファイル

変数、スケーリング、
型定義

.dcm, .par, .m, .cdfx, .xml
.ddファイル

TargetLink 
Data 

Dictionary

パラメータ値 A=1;
B=2;
C=7,9;
Ki=3,0;

.hex, .mot,
.s19

仕様

Microsoft® Excel® PTC® IntegrityIBM Rational® DOORS®要求管理

テスト管理

テストツール
テスト基準

テスト
プラットフォーム

テスト管理プラットフォーム
テスト、テスト計画、テスト結果

BTC
EmbeddedTester®

Simulink®

MIL, SIL, PIL

テストベンチ、
実車での使用

...

スクリプトに基づく
自動化

標準

Microsoft® Excel®
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の別個のモジュールも用意されています。
SYNECTは当然、実際のモデルファイル、
初期化スクリプト、およびモデルドキュメン
トといった関連するすべてのファイルも管
理しています。モデルの階層表示機能を使
用すると、サブモデルを組織的に再利用で
きます。また、この機能は、設定可能な統
合モデルを SYNECTで作成する場合の基
礎ともなります。インターフェース情報は、
モデルを相互接続して使用可能かどうか
をチェックする場合に使用します。この
チェックは、インターフェース情報に基づ
いて行われるだけでなく、どのバリアントや
シナリオが特定のモデルに適しているかと

いった、その他のコンテクストやシナリオ
固有の情報にも基づいて行われます。

メタデータの追加
SYNECTでは、柔軟性の高いメタデータ
管理を提供しているため、個々のモデル
に格納された情報を拡張することができ
ます。このメタデータは、特定モデルの検
索に使用できるだけでなく、その後の統
合シナリオで評価することもできます。
SYNECTのモデル管理機能は、現在、特
にMATLAB®/Simulink® モデルをサ
ポートしており、Functional Mockup 
Interface （FMI）規格に準拠した FMU

SYNECTは、モデルを、メタデータ、インターフェース信号、パラメータ、および関連するファイルと共に追跡可能な形式で中央管理します。

（functional mockup unit）もサポート
しています。dSPACEは今後も、サポー
トするモデルフォーマットの種類も増やし
ていきます。 

「 SYNECTは使いやすく、テスト担当者固有の要件にも対応します。また、DOORS®や
AutomationDeskとのインターフェースを備えているため、SYNECTを基幹ツールとして
使用するだけですべてのテスト作業（特に自動化テスト）の計画、管理および制御を行えま
す。SYNECT Test Managementモジュールを使用することにより、さまざまなテストレベ
ルとテストベンチを通してテスト作業を追跡することができます」

Christian Trösch氏および Alexander Wiener氏、パワートレイン部門、Continental Corporation

動画：
dSPACE SYNECT 
http://www.youtube.com/
watch?v=ZebVW9kwjOI

SYNECTユーザの声：
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